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戦後の「国際化」は自由化から、ボーダレス化へ、

そしてグローバル化へと展開してきた。自由化時代に

は、政府の手厚い産業保護政策による国際競争力の強

化が国際的に問題視されたが、そこには高度経済成長

を演出した中央集権的な官僚の指導的立場が強く強調

された時代であった。たとえば、昭和38年に公布さ

れた「中小企業基本法」をみると、第１章総則第４条

の「地方公共団体の施策」に関しては、「地方公共団

体は、国の施策に準じて施策を講ずるように努めなけ

ればならない」と手短に記されているに過ぎない。政

府主導の日本株式会社化が進展する中で、中小企業対

策も政府の方針に従って全国画一的な施策を地方に一

方的に提示するものであった。その意味では、各地方

の特性を生かした産地の保護や近代化が考慮されず、

「お上の方針」を地方に根着かせることが優先され、

政府の施策がいわば“水戸黄門の印籠”のように地方

自治体には見えた。

最近の国際化はボーダレス化からグローバル化へと

展開している。そして、市場経済機能重視の規制緩和

が進み、水戸黄門の印籠の出番が少なくなり、政策ス

タンスは一新させられている。現在の中小企業基本法

にも、その傾向は如実に現れている。総則第６条の

「地方公共団体の責務」に関して、次のような親切な

条文に替えられている。「地方公共団体は、中小企業

に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その地方

公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた

施策を策定し、及び実施する責務を有する」と。かつ

ての黄門さんの印籠は影を潜め、国との「パートナー」

としての自治体の地位向上と自治体の「個性」への配

慮が明示されているのである。今や、確実に、「地方

の時代」が本格化したことを確信させる。

それだけに、経済学部としては、地方自治体の地位

の向上に対応した人材の育成に努力する必要がある。

とりわけ、近年、道州制問題が本格的に議論されるよ

うになっていることから、学部では将来を見据えて、

「新しい価値観や政策論」をもって、地方自治体の運

営に係わることのできる人材育成に努めるべきであ

り、そのための体制作りが急務になっている。

表紙写真：B館経済学部から生駒山系を望む
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